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■会議・委員会計画実績・効果

会議委員会名 実績・効果 会議委員会名 実績・効果

地域支援委員会
各事業の広報であったり社内で
の応援依頼などが行えた。

■職員研修計画と実績

研修 名称 参加実績 研修 名称 参加実績

地域支援フォーラム 原

地域ケア会議（１回/年） 原
研
修
・
セ
ミ
ナ
ー

R8.3.31

目
標

本年テーマ
（計画）地域のキーパーソンとの関係性の強化

（評価）地域行事や自治会等の役員さんとの関係は顔なじみ以上のものができた。

基
本
処
遇
及
び
運
営

■令和７年度処遇及び運営方針に対しての評価

（計画）各地区高齢者サロン・また子育てサロンへの協力、地区社協、地域イベントへの協力。

地域食堂の実施。買い物支援バスの運行、広報誌の発行

令和７年度事業報告書
事業
所名

地域支援 作成者 原浩文 作成日

ものとなっており、地域で暮らすためには今後も必要な存在となっています。

地域の中でしおかぜの職員が来られることを楽しみにされ、また元気に寄って集まることでサロンの目的達成に

寄与できている。子育てサロンへは運営支援と場所の提供を行っているが、SNSでの発信もあり後述する地域食堂

（評価）

各地区で実施のサロン活動は月間１３～１５回ほどあったが、各事業所からの協力もあり、順調に行うことができた。

への参加者の増加として効果が出ている。買い物支援バスについて、月２回の実施であったが年度途中より

希望者増加に対応するため２グループでの実施と増便することができました。これも生活インフラとして欠かせない



（総評）
　地域支援としての活動ですが、当初は例年通り程度の活動を実施する予定でしたが、地域ニーズを踏まえて活動が自然拡大して
いった内容もありました。
　地区社協の活動においては地域住民の方々との交流も増え、また役員の方々とも関係を築いていく中で、昨年までは参加しまず
活動を知るといったところであったところから今年度は運営側に回れたことが大きな変化であったように感じます。東西双方の社協
の事務局としてそれぞれの地域活動行事を実施しました。地域の住民全体が高齢化も進む中でどういった形で下津井地域を済み
やすい地域にしていくか、一つの答えとして住民世代間の関係づくりをテーマとして地域食堂を実施しました。今年２月ではふれあ
い食堂の「ふれあい」の部分を以下に実施していくか、参加者が実際に多世代でうどん作りを行うことを実施しました。参加者が多す
ぎて調理が間に合わないなど運営上の問題点はありましたが大変盛り上がったイベントになりました。
　買い物支援バスについて、市からの運営委託を受ける事と、しおかぜだよりにおいて活動の報告と参加者の募集を募ったところ、
もう１便追加で運行することになり、毎週金曜日に活動をすることとなりました。
しおかぜが地域の中で必要な存在になるため、法人内の職員が様々な場所で協力をし、今年度も支援活動を行うことができまし
た。しかし地域の活動においてしおかぜが担う部分が増えていくと今後継続的に行う責任も比例して増していきます。多種多様な
職員が地域支援にかかわり続けられるような体制づくりを法人内でも進めていくことが大切になります。

２ 月
ちいき食堂

３ 月
ふれあいグランドゴルフ支援（東）

１２月
とんど焼き支援

児島子ども食堂連絡会

１ 月
広報誌発行

行
 

事
・
イ
 

ベ
 
ン
 
ト

■月別行事（下段）・内部研修報告（上段）

月 度

４ 月

５ 月
広報誌発行

１０月

６ 月
ちいき食堂

地区社協総会（東・西）下津井婦人会総会講演会

７ 月
ディスコン大会（東地区）広報誌発行

祇園祭（7/19）・中町土曜夜市（7/26）の支援

広報誌発行

子育てサロン・敬老交流会・ハロウィンさんぽ支援

１１月
吹上祭り（11/1）・下津井ウォーキング支援（東西社協合同）

８ 月

９ 月
敬老訪問（西地区）

地域支援フォーラム

不要
不要

防
災
・
災
害

■災害訓練計画・実績

訓練予定月 実施月 訓 練 目 的 訓練評価

不要 不要


